
大阪公立大学文化交流センター

防 災 講 座
WEBで

申し込み
東日本大震災の発生から10年以上が経過しました。この間、被災地

では復興に向けた取り組みが進められていますが、未だ復興の途上

にあります。今回の講座では、経済支援、生活復興、避難行動、福

祉防災の4つのテーマで、東日本大震災とはどのような災害であった

のか、そこから得られた教訓と課題は何なのかを解説します。

9月8日（木）18:30-20:00 9月22日（木）18:30-20:00

9月15日（木）18:30-20:00 9月29日（木）18:30-20:00

被災者への経済支援の特徴と課題

住む家や仕事を失った被災者を支援するため、義援
金のほか、生活再建に必要な現金を支給する仕組み
が整えられてきました。その経緯を振り返りつつ、
東日本大震災で活用された仕組みの特徴を説明する
とともに、そこで顕在化した課題を考えます。

大阪公立大学大学院法学研究科教授

都市科学・防災研究センター兼任研究員

手塚 洋輔 難易度★★

津波からの避難行動

東日本大震災では津波を主な原因として1万5千人
以上の方が亡くなりました。津波災害では避難行
動が生死を分けます。今回は東日本大震災時の避
難行動調査から分かった、避難行動の実態と教訓
を解説します。

大阪公立大学 都市科学・防災研究センター

大学院現代システム科学研究科 教授

生田 英輔 難易度★★

生活復興はどのように行われたか

東日本大震災では津波によって被災し、居住地の移

転を余儀なくされた人々が沢山いました。本講座で

は、このような方々の生活復興について継続的に

行ってきた調査結果や阪神・淡路大震災との比較な

どから、今後の課題について考えます。

大阪公立大学 都市科学・防災研究センター

特任教授

宮野 道雄 難易度★★

福祉防災の時代

東日本大震災によって、何らかの生活のしづらさの
ある人への防災のあり方を改めて考える必要性につ
いて、多くの人が認識することとなりました。「福
祉」と「防災」とをつなぎ合わせて考えることで、
日常の生活から災害などの発生による非日常の場面
まで、すべての人にとって共通するしあわせやゆた
かさを土台とした福祉防災について考えます。

大阪公立大学 都市科学・防災研究センター

大学院現代システム科学研究科 教授

野村 恭代 難易度★★

参加費・定員

申 込 方法

時

会

間

場 大阪公立大学 文化交流センター ホール
大阪市北区梅田1-2-2-600 （大阪駅前第2ビル6階）

1回 500円 各回60名（先着順）

講座前日までに、WEBサイトよりお申し込みください。
https://www.omu. ac.jp/lifelong-learning/

18:30～20:00（受付18:00～）

主催：大阪公立大学文化交流センター〒530-0001大阪市北区梅田1-2-2-600 （大阪駅前第2ビル6階） TEL（06）6344-5425

「東日本大震災から11年～教訓と課題」

http://www.omu.osaka-cu.ac.jp/openlectures/

